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【研究目的】
　ネットワークに繋がる媒体（iPhone.Android等）で音楽を聴くことが一般的になったので、ユーザーがGPSから得られる位置情報を利用して、自身の近辺や日本中どこにでもいる人とでも音楽を通じた円滑なコミュニケーションが計れるようにすることを目的とする。
【期待される効果】
・誰もが持っている共通の趣味”音楽”を用いいることにより円滑なコミュニケーションができる。

・ユーザー付近の他のユーザーや、全国のユーザーといった不特定多数誰とでも気軽に交流できる。

・位置情報を用いることによりどのような場所でどのような曲が好まれているかという情報が得られる。

【研究概要】　
　最近ではネット回線に繋がりGPSなどの位置情報収集機能も使用できる音楽プレーヤーやスマートフォンで音楽を聴いている人が増えている。また、最近ではTwitter,facebookといったソーシャルネットワークサービスが普及していて様々な人との交流が盛んであり、ネットワーク上でのコミュニケーションが一般的になりつつある。

GPSなどの位置情報収集機能も使用できる音楽プレーヤーやスマートフォン、ネットワーク上のコミュニケーションツールを組み合わせたアプリケーションを制作すれば、より直感的でより円滑にコミュニケーションを計れる手段となり得ると考えられる。 ソーシャルメディアは、現実世界の人間関係をインターネットという仮想空間で補完するものであるが、その人が存在する位置という現実世界の情報を結びつけることで人間関係をより強く補完できる可能性が高まるからである。
そこで本研究では音楽と位置情報を用いたコミュニケーションを計れるアプリケーションの実現を目標とし既存のウェブサービスやアプリケーションを調査分析を行い、より円滑なコミュニケーションができるような機能を実装するべく音楽再生と位置情報に着目し検討を行う。
　現在”Saizen”（画像１）という地図上に現在聴いている曲を表示しランキングも見る事が出来るiPhone用アプリケーションや、”Tune wiki”（画像２）という音楽再生アプリケーションにGPS機能が加わり地図上で現在聴いている曲を表示したり、全世界の再生ランキングを表示できるiPhone用アプリケーションが存在している。このような既存のアプリケーションを分析比較して、さらなる利便性の向上を図り、いかに大勢の人に使用してもらうかが課題として検討を行う。構築した機構を実運用実験において何人かの被験者に利用してもらい、評価を行う。
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